
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1号 ス キ ル ア ッ プ 
進路だより 

青森県立八戸高等支援学校 進路指導部  令和６年５月１０日発行 

新入社員の「き・も・ち」 

教 頭  木村 順也 

進路だより「スキルアップ」、今年度、第 1号の発行となります。この「スキルアップ」は、本校の進路指導部が

編集し、生徒や保護者の皆様に本校の進路情報を提供します。月に 1 度の発行となりますので、チェックをお忘れ

なく！どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、令和 6年度の新学期が始まり、はや 1ヶ月が過ぎました。特に 1年生の皆さんは、大きく環境が変わり、

緊張した日々があったことと思いますが、そんな気持ちは遠い昔のように感じていることでしょう。２、３年生の

皆さんは、前年度の経験を生かし、さらに実りある 1 年にしてほしいと思います。すべての生徒の皆さんが、それ

ぞれの進む方向（目標）を見定め、勇気を持って一歩一歩力強く前進する姿を見せてくれるものと信じています。 

今回は、私がこれまで勤務した学校での進路指導で、感じたことをお伝えします。私は、専門高校（農業高校や工

業高校）の勤務が長く、就職希望の生徒へ進路指導する機会が多くありました。しかし、私自身、高校卒業して就職

した経験はありません。経験していないことを指導することは少し難しいと感じていました。そのようなときに、

１年間学校を離れ、他の会社での仕事を体験できる研修の機会が得られました。勤務先は八戸商工会議所というと

ころです。ピチピチの高校生に戻ることはできませんが、未知の世界に飛び込む新入社員の体験ができると思い、

志願しました。 

４月、仕事をしたくても思い通りにできない状況です。何をどうすればよいか分からないので無理もありません。

やはり不安定な気持ちが続きます。ある程度経験を積んだ私でさえ、こんな気持ちになるのですから、高校を卒業

したばかりの生徒にとっては、さらに大きなプレッシャーになるはずです。その後、徐々に仕事を任されますが、

次々と分からないことにぶつかります。自分で解決できれば良いのですが、ウロウロするだけで時間が過ぎ、仕事

が進みません。どうしよう…どうしよう…と思うばかり。さて、解決策は？  それは、「聞くこと」、「周りの人から

助けてもらうこと」です。「これ、どうしたら良いですか？」私もこの言葉を言い出すまでに少し勇気が要りました。

試行錯誤しながら無事に仕事を終え、ほめられた時のうれしさは今でも鮮明に覚えています。まさに、新入社員の

「き・も・ち」を実感できました。 

 この経験を機に、少し考えが変わりました。例えば、「自立」ということ。辞書で調べると、「周囲に依存せず、助

力を受けずに独り立ちすること」のようにあります。文字通り、自らの足で立つとのことです。しかし、実際はどう

でしょう。「新入社員のき・も・ち」のように、周囲に依存し、力を借りながら、自分の力を発揮することではない

かと思うのです。 

今年度も校内外での実習があります。きっと「新入社員のき・も・ち」を感じることでしょう。そんなときは、す

でにその気持ちを体験した私が、近くにいることを思い出してください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～・～・～・～・～ 進路に関する日程 ～・～・～・～・～ 

日 程 内  容 

６／７（金） 

１４：００～ 

本校体育館 

福祉サービス説明会 

３年生保護者を対象に、卒業後の福祉サービス利用に

関する手続きについて、講師（八戸市役所福祉部障がい

福祉課）を招いて説明していただきます。 

また八戸市内居住者の方は、説明会後B型アセスメン

トや認定調査の申請等がこの場で可能ですので、是非御

参加ください。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

本校の進路指導について 

進路指導主事 北川 麻子 

◆５月２日（木）の資料を今一度御確認ください。 

先日の保護者懇談会にて、本校の進路指導について説明させていただきました。限られた時間での話と

なってしまったため、一方的にお伝えする形となり大変申し訳ありませんでした。当日の資料につきまし

ては、出席することができなかった御家庭にも配布いたしましたので、是非一度目を通していただければ

と思っております。進路に関わる事項については、行政的な手続きもあるため、内容が複雑で分かりづら

い面もあるかと思います。今後の参観日等でも改めて説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。御質問などございましたら、学級担任を通してお知らせください。 

 

◆保護者の皆様の御協力が不可欠です。 

５月下旬から２年生、３年生の現場実習が始まります。初めての施設や事業所に実習に行く場合、指定

された日時に生徒、保護者、担任が実習先に出向く「実習挨拶」があります。また通勤練習や持ち物準備

等、保護者の皆様に御協力いただくことがございますので、よろしくお願いいたします。 

３年生の保護者におかれましては、市町村役場での申請、相談支援事業所との契約、認定調査の申請、

ハローワークでの面談等、卒業後の進路に応じた手続きがたくさん入ってきます。生徒自身も、卒業後を

見据えた実習に対して具体的な目標を設定して取り組んだり、ハローワーク登録に必要な求人票を作成し

たりする等、多忙な時期となります。不安や悩み、ストレスを抱えやすくなりますので、その都度生徒の

気持ちを確認し、無理なく進めてまいります。 

今後とも、生徒一人一人の進路実現、また卒業後地域で自立した生活を営むために、御家庭と連携しな

がら進路指導に取り組んで行きたいと思っております。引き続き、御協力よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 


